
時 11月5日(日)まで
所  そらんぽ四日市4階 特別展示室
料  一般1,200円、
　  高校・大学生600円、
　  中学生以下無料
内  本市ゆかりの世界に誇れる木
　 版画家・立原位貫（1951-2015）
　 の足跡をたどり、作品の面白さ、
　 美しさを紹介します

　昭和40年から、高校生2人
と教師1人の計3人を、隔年
で相互に派遣。ホームステイ
を行いながら、お互いの文化
を学ぶさまざまな交流事業に
参加しています。

トリオ事業
　昭和61年から、英語指導
員をロングビーチ市から招
請。YEF※プログラムで来日
した英語指導員は、本市の
小・中学校の英語指導など
を行っています。
※Yokkaichi English Fellowの略

英語指導員（YEF）の招請
　平成20年から、夏季に1
週間、ロングビーチ市、友
好都市天津市、本市の高校
生が共同生活をしながら、
環境に関するグループ研究
と発表を行っています。

地球環境塾の開催

YEFプログラムで来日し、英語指導員として活躍中のティーガンさんに聞きました！

　YEFプログラムに参加することは自分の人生を変える経験になると考え、
１年前に四日市に来ました。私の父は30年前にYEFとして来日し、このまち
で母と出会い、帰国後に結婚したそうです。父は周りの人たちに親切にしても
らい、四日市の人たちの人柄の良さを感じたと印象を語っていました。私も
実際に住んでみて、父と同じ印象を受けています。英語指導員としての活動で
は、子どもたちと毎日コミュニケーションをとることを楽しんでいます。
　ロングビーチ市と四日市市が60年もの長きにわたり、交流を続けてきたこ
とには驚くとともに、すばらしいことだと思っています。さまざまな交流プロ
グラムがこれからも続いて、両市の友好がさらに深まることを願っています。

姉妹都市提携60周年を記念し、公募により作成
したロゴマークは、上半分はロングビーチ市の
シンボルである豪華客船クイーンメリー号、下
半分は本市のコンビナートを表現しました。

四日市市・ロングビーチ市姉妹都市ロゴマークを作成

市長・議長をはじめとする公式訪米団が8月
11日～15日にロングビーチ市を訪問し、ロ
ングビーチ市長らと友好交流促進に係る覚
書を交わしました。

公式訪米団をロングビーチ市に派遣

本市と米国ロングビーチ市が姉妹都市提携を締結してか
ら、今年で60年。この間に両市では、さまざまな交流を
行ってきました。60周年の記念事業を通じて、今後さら
に両市の友好を深めていきます。

▲ロングビーチ市はロサンゼルス市の南に位置する
　人口45万人、面積131.3㎢の全米有数の港湾都市。

ロングビーチ市長を表敬訪問する
本年度のトリオ

霞ケ浦緑地のロングビーチ公園に、同
市をイメージした幼児向けの複合遊具
を設置します。 11月完成予定。

ロングビーチ公園に記念遊具を設置ロングビーチ公園に記念遊具を設置

両市にはこんな交流事業があります！

米国ロングビーチ市

姉妹都市提携　　周年60
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ティーガン・ヒグチさん

姉妹都市提携 60 周年記念事業

四日市市立博物館・プラネタリウムは、平成5年11月1日の開館以来、３0年の
節目を迎えました。
当館は、自然科学や人文科学に関する資料の収集、保管、調査・研究、展示などを通じ
て、市民の教育、学術および文化の発展に寄与するという趣旨の下に開館しました。本市の歴史・文化
や環境について地域の学習・活動拠点となる施設を目指し、市立博物館はこれからも歩み続けます。

過去を知り、現在を見つめ、未来を考える

市立博物館開館　　周年30

30年間の主なできごと

時  12月3日(日)まで
所  そらんぽ四日市5階 プラネタリウム
料  一般550円、
　  高校・大学生390円、
　  小・中学生210円、幼児無料
内  100年前に誕生したプラネタ
　 リウムの歴史とともに当館の
　 プラネタリウムの歩みも振り
　 返ります

時 10月29日(日)14:00～15:30
所  じばさん６階 ホール
料  無料
講  澤田瞳

とう
子
こ

氏（作家）
内  直木賞作家・澤田瞳子氏が
　 自身の創作活動にも触れなが
　 らミュージアムの思い出をお
　 話しします

特別展
「立原位

い

貫
ぬき

～想像力から創造力へ～」
プラネタリウムヒストリー

地上に降りた一億四千万の星
記念講演会

「私とミュージアム」

開館30周年に寄せて
四日市市立博物館・プラネタリウムは、これまで多くの皆様にご来館いただき、観る、
学ぶ、調べる、憩う、出会う、楽しむ、などさまざまに利用していただきました。
これからも、四日市公害と環境未来館を加えた「そらんぽ」三施設それぞれの特徴・
機能を生かしつつ、市民の皆様とも連携して四日市の過去・現在・未来を考えていき
たいと思います。 市立博物館　館長

吉田俊英

昭和63年　　    四日市市立博物館基本構想策定委員会が発足
平成  5年 ４月　 市立博物館発足
　　　    10月 皇太子同妃両殿下ご来館
　 　　   11月 市立博物館開館
平成  7年 特別展「ウルトラヒーロー30年の歴史展」において

最多観覧者数36,892人を記録
平成14年  7月 観覧者数100万人達成
平成15年 開館10周年記念特別展「四日市の文化財展」開催
平成18年12月 丹羽文雄記念室オープン

常設展を全面無料化、特別展示を中学生以下無料化
平成24年  8月 観覧者数200万人達成
平成25年 開館20周年記念特別展「四日市鳥

ちょう

瞰
か ん

図　しんきろう　本
ほんじょう

城
直季写真展」開催、プラネタリウム特別番組「光が彩る
四日市こにゅうどうくんと行くナイトツアー！」投映

平成27年  3月 リニューアルオープン、四日市公害と環境未来館開館
令和  5年  3月 観覧者数300万人達成

◀開館記念式典

開館から平成26年まで活躍
した初代プラネタリウム投映
機ヘリオス

▶

◀特別展「ウルトラヒーロー
　　30年の歴史展」

開館20周年記念特別展
「四日市鳥瞰図　しんきろう
本城直季写真展」

▶

開館30周年記念催し物

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　秘書国際課　☎ 354-8097 FAX 354-3970 ●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　市立博物館　☎ 355-2700 FAX 355-2704
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